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第二期チャレンジ山梨行動計画
●計画策定の趣旨
　本県においては、リニア中央新幹線や中部横断自動車道など、将来の山梨の可能性を飛躍的に高める「や
まなし発展の芽」が着実に育ちつつあります。
　今後、これらの発展の芽を大きく育て上げ、県民の誰もが真の豊かさを実感できる山梨の実現に引き続き
チャレンジしていくため、「第二期チャレンジ山梨行動計画」を平成 23 年 10 月に策定しました。

●計画の性格と役割
　この計画は、本県の明るく元気な未来を実現するため、時代の潮流を踏まえた上で、これからの県づくり
に向けた基本的な考え方や将来の姿を示す、県政運営の基本指針です。
　また、これからの県づくりに当たり、県民の皆様をはじめ、国、市町村、ボランティア、ＮＰＯなど、多
様な主体との協働・連携を進めるための共通目標を示す役割を併せ持っています。

●計画の構成と期間
　この計画は、時代の潮流を示しながら、計画の基本理念や将来の本県の姿を明らかにした「長期的展望」と、
2011（平成 23）年度から 2014（平成 26）年度までの 4 年間に重点的に取り組む主要な施策・事業の内容、
数値目標、工程などを明らかにした「行動計画」で構成します。

●計画の基本理念

第二期チャレンジ山梨行動計画 概念図
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「元気産業創出」
チャレンジ

「生涯あんしん地域」
チャレンジ

「未来を拓く人づくり」
チャレンジ

「改革続行」
チャレンジ

「環境先進地域」
チャレンジ

「ウェルカム、おもてなし」
チャレンジ

「交いの国」
チャレンジ

本県の強みを活かし・高める
●大都市に隣接（東京から近い）
●自然が豊か・自然エネルギー資源が豊富
●特色ある農産物や地場産業、高度な技術を有する
　ものづくり産業
●多彩な観光資源
●健康長寿、お互いに支え合う精神
●震災を契機とした本県の良さの再評価

本県の弱みを克服・打開する
●高速交通網を活用した交流の推進
●「進取の気性」の発揮

人口減少
社会の到来

地球温暖化の
進行

ICT利活用
社会の構築

社会・経済の
グローバル化の進展

新たな高速交通
時代の到来

分権型
社会への転換

知識基盤社会の到来と
科学技術の振興

財政再建と公共
サービス改革の進展

安全・安心に対する
意識の高まり

「暮らしやすさ日本一の県づくり」 誰もが真の豊かさを実感できる山梨県の実現

The Challenge Yamanashi Action Plan ■問い合わせ先　知事政策局  TEL 055-223-1553

「行動計画」は、県のホームページでご覧いただけます。

次の県出先機関でも見ることができます。

チャレンジ山梨 検　索

県民情報センター TEL 055-223-1408

甲府市丸の内 1-8-17（県庁西別館 2Ｆ）

峡南地域県民センター TEL 0556-22-8131

南巨摩郡富士川町鰍沢 771-2（南巨摩合同庁舎 1F）

中北地域県民センター TEL 0551-23-3070

韮崎市本町 4-2-4（北巨摩郡合同庁舎 1F）

富士・東部地域県民センター TEL 0554-45-7839

都留市田原 3-3-3（南都留合同庁舎 1F）

峡東地域県民センター TEL 0553-20-2701

甲州市塩山上塩後 1239-1（東山梨合同庁舎 1F）


